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１．ご利用の皆様へ                              

 

芝山鉄道をいつもご利用いただき、誠にありがとうございます。 

また、弊社事業の運営に際し、ご理解、ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

当社は、2002 年 10 月の開業以来、役員、社員が一丸となり輸送の安全確保を 

最優先に業務を行っております。その結果、開業以来続いている運転無事故を 22

年間継続することができました。 

 2024 年度も、引き続き作業時の安全確認と作業手順の徹底を図り、事故防止に 

努めるとともに、経年劣化が著しい変電所設備の部品交換及び東成田駅電気室の 

直流電源装置の更新を行い、設備の機能維持と保安度向上を図りました。 

また、多発する異常気象等の自然災害並びに鉄道事故発生時の対応力を向上さ 

せるため、防災訓練などを実施し、異常時の対応及び連絡体制の強化を図りまし

た。 

さらに「成田空港第 2の開港プロジェクト」が本格化する中、空港と周辺地域が一

体となって発展していくための道筋としての成田空港「エアポートシティ」構想にお

いても、鉄道事業の最大の使命である輸送の安全確保を最優先に、地域の皆様の通

勤・通学・生活の足としてご利用いただけるよう、サービス向上に努め、親しまれる

鉄道を目指してまいります。 

この報告書は、鉄道事業法に基づき、当社の安全にかかわる基本方針、また、安全

を確保するための施策、体制などについて公表するものでございます。 

ぜひ、ご一読いただき、皆様からのご意見、ご感想をお聞かせくださいますようお

願い申し上げます。 

 

 

 

 

          芝山鉄道株式会社  

                     代表取締役社長 江口 洋臣 
２．芝山鉄道路線図                              

   

芝山鉄道線は、芝山千代田駅から東成田駅（京成電鉄との共同使用駅）を経由し、 

都心へ一直線で結ばれております。 
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３．安全にかかわる基本方針及び規範について                  

 

安全にかかわる基本方針 

 

  鉄道事業の最大の使命である輸送の安全を確保するために、当社の企業理念およ

び行動指針を安全方針として定め、役員および社員一人ひとりが安全最優先を念頭

に日々の業務を実施しております。 

  また、業務の実施にあたっては、安全方針および安全管理規程で定める行動規範並

びに前年度の改善事項に従い、具体的な取り組みを安全重点施策として定め、実施い

たしました。 

  今後とも事業の運営にあたっては、安全手順を遵守し、事故の未然防止を図り、安

全確保を第一に取り組んでまいります。 

 

（１）企 業 理 念                                           

     芝山鉄道は、地域の皆様の通勤、通学の手段、生活の足としての役割を果たし、

地域社会の発展に貢献します。 

     そして、お客様の立場に立って、より安全で正確で、かつ快適なサービスの提

供に努めることにより、お客様をはじめ、当社に関わる人々から信頼され、親し

まれる企業を目指します。 

 

（２）行動指針  

   ・私たちは、常に安全を追求し、行動します。 

   ・私たちは、常にお客様の視点に立って考え、行動します。 

   ・私たちは、地域社会の発展に貢献できるよう行動します。 

   ・私たちは、活気に満ちた明るい職場をつくります。 

 

（３）安全管理規程における行動規範 

   ① 一致協力して輸送の安全確保に努めます。 
 
   ② 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともに、これを

遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。 
 
    ③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 
 
   ④ 職務の実施にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のあるときは    

安全と思われる取扱いをします。 
 
    ⑤ 事故、事故のおそれのある事態、災害その他輸送の安全確保に支障を及ぼす

おそれのある事態が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、速やかに

安全適切な処置をとります。 
 
    ⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 
 
   ⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦します。 
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（４）安全重点施策 

2024年度の安全重点施策は「鉄道施設の機能維持と作業時の安全確保」及 

び「自然災害発生時等の連絡体制及び早期復旧体制の強化」といたしました。 

この重点施策に基づき詳細な目標を定め、日々業務を行い、実施状況及び結

果については、安全推進委員会で確認いたしました。 

 

    ＜主な実施状況＞ 

① 鉄道施設の機能維持と作業時の安全確保 

老朽化した施設・設備の機能を維持するため、日々の点検・管理を徹底 

し、適切なメンテナンスを実施することにより、安全な輸送施設・設備を 

維持する。 

また、点検作業時の各種の取扱いに関しては、マニュアルに定められた 

手順を厳守し、ヒューマンエラー対策として、指差確認喚呼を含めた基本 

動作を確実に実施し、安全確認・安全手順の励行を徹底する。 

 

② 自然災害発生時等の連絡体制及び早期復旧体制の強化 

地震等の予測不可能な自然災害に備え、平日の日中のみならず、早朝・深

夜、休日も想定した危機管理体制（連絡体制、早期復旧体制を含む）を構築

する。 

また、強化された危機管理体制に基づき、より実践的な避難誘導訓練を実

施する。 

   

※企業理念及び行動指針は、本社事務室、会議室、駅務室等に掲示して全社員への周

知徹底を図っています。 

※行動規範の周知徹底を図るため携行カードを作成し、全社員に配布しています。 
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４．安全管理体制及び安全管理の方法について                           

 

  社長を輸送の安全の最終責任者とした安全管理規程を定めており、各責任者の責 

務を明確にしています。 
 
（１）安全管理体制図 
 
 
 
 

社     長 
     
           
     凡例                      

  
 
  

 
 
 
 

安全統括管理者 
(取締役鉄道部長) 

 
 

  

            京 
            成 
          電 
           鉄 
              

   
             

 芝 
 山 
 鉄 
 道 

 
  総務部長 

 
 

 
 
   
                       

              
 
 運転管理者 

(運輸課長) 

  
 
 
 

 車両管理者 
 (運輸課長) 

  
  
  
   

施設管理者 
(施設課長) 

   
   
   

 

 
 

 
       

     

   

    

運輸指令 
 
 
 

  
 
   

      

   
       

            
     

     
         

  
芝山千代田駅 

                              
                              

 
 

  
 
（２）安全管理者の役割 

役 職 名 称 役                       割 

社 長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

安 全 統 括 
管  理  者 

輸送の安全確保に関する業務を統括する。 

運転管理者 安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。 

施設管理者 安全統括管理者の指揮の下、鉄道施設に関する事項を統括する。 

車両管理者 安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。 

総 務 部 長 
輸送の安全確保に必要な設備投資、人事、財務に関する事項を統括 
する。 

 

 

 

安全管理指揮命令系統 
管理者相互の連絡系統 
運転管理指揮系統 
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 （３）安全管理の方法 

   安全管理体制に基づき、経営トップの意見をはじめとする鉄道の安全に関す

る情報の共有化を図り、役員・社員が一体となり、継続的に「PDCA サイクル」

を機能させることにより、随時安全管理の見直しを行っています。その一環と

して、日本民営鉄道協会主催の「運輸安全マネジメント研修」を修了した内部

監査員による各部署への内部監査の実施や、安全に関する様々な施策等の討議

を目的とした安全推進委員会を定期的に開催し、安全管理体制の強化に取り組

んでいます。 

 

           安全管理体制に係る PDCA サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全管理の実施・運用 

Ｄｏ 

（実行） 
 

Ｐｌａｎ 

（計画） 

 

Ａｃｔｉｏｎ 

（改善） 

 

 

Ｃｈｅｃｋ 

（評価） 

内部監査による安全管理の 

実施・運用状況のチェック等 

 

安全管理の計画・体制の 

見直し・改善 

安全管理の計画・体制の 

策定・決定 
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  ①安全推進委員会の開催 

    安全最優先の意識の徹底、安全運動等の計画及び実施結果の報告、安全に関す

る施策や事故情報の共有等、安全に関する事柄を討議・情報共有する場として、

2024 年度は 4 回開催しました。本委員会は社長を委員長とし、全社員が委員と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           安全推進委員会の様子 

 

 

②安全に関する内部監査の実施 

日本民営鉄道協会主催の「運輸安全マネジメント研修」を修了した内部監査

員による各部署への内部監査を実施しました。毎年継続的に経営トップの社長・

安全統括管理者をはじめ、運輸・施設部門並びに総務部門を対象に実施するこ

とにより、安全管理体制が適切かつ有効に運用されているかを検証しています。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

     社長への監査の様子         運輸課への監査の様子 
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③安全に関する内部監査員教習の実施 

内部監査員 4 名を対象に教習を実施し、内部監査員の技能の向上に努めまし

た。今後も引き続き適正な内部監査が実施できるように内部監査員の更なるス

キルアップを目指します。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

内部監査員教習の様子 

 

 

  ④ヒヤリ・ハット情報の活用 

    社員に対してヒヤリ・ハット情報（業務中に「ヒヤリとしたこと」や「ハッ

としたこと」）の提供を呼びかけ、収集に努めています。収集した情報は、安

全推進委員会で報告し、全役員・社員と共有するとともに、対策の検討を行っ

ています。 

また、協力会社のヒヤリ・ハット情報についても提供を受け、社内にて情  

報共有を図っています。 

  

 

⑤社長、安全統括管理者の職場内巡視 

春の全国交通安全運動、夏季輸送安全総点検、秋の全国交通安全運動、年末年

始輸送安全総点検の期間に、社長及び安全統括管理者が職場や作業現場を巡視

し、現状を把握するとともに、社員との意見交換を通じて安全に関する取組み

状況の確認及び安全意識の高揚を図っています。 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

      芝山千代田駅長室内             芝山変電所内 
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５．輸送の安全を確保するための施策について                  

 

（１）安全教育・緊急対応訓練等 

社員の知識・技能の着実な習得と維持・向上を図り、輸送の安全を確保する

ため、毎年度計画を定めて、安全教育、機器操作訓練、異常時対応訓練等を実

施しています。2024年度に実施した主なものは次のとおりです。 

 

  ①安全教習の実施 

    安全意識の更なる向上を目的とした安全教習を全社員対象に年 3回実施しま

した。 

2024年度は、防災に係わるビデオ研修ならびにヒュ－マンエラー防止につい

てのグループディスカッションを行いました。また、京成電鉄の「安全共創研

修」へ参加し、「一人ひとりが安全を「自分ごと」化し、考え、自らの行動につ

なげる。」等を学ぶことで、全社員が安全への意識を再確認しました。 

 

   

  

   

 

    

   

  

 

 

   安全共創研修（映像による研修）の様子     安全共創研修（事故展示物の説明）の様子 

 

 

②機器操作訓練の実施 

  停電事故等の非常時に備え、連動盤及び電気指令卓操作訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連動盤操作訓練           電気指令卓操作訓練 

（年６回実施）            （年４回実施） 
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     ③防災訓練（避難誘導・情報伝達訓練）の実施 

2024年度は、電路設備事故による停電を想定し、運転見合わせ時の旅客の避

難誘導や関係箇所への連絡等の訓練を実施しました。 

社長を本部長とする事故・災害対策本部を設置するとともに、鉄道施設の初

動点検から旅客の避難誘導、運転再開までの手順を確認する内容で実施しまし

た。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

社長への第一報 報告          対策本部の設置 

 

 

（２）設備・機器類の修繕と更新 

    安全で安心な鉄道輸送の維持・継続ため、設備・機器類の適切な修繕・更新に

取り組んでいます。2024年度に実施した主なものは次のとおりです。 

 

①芝山変電所高圧開閉装置の部品交換工事 

    経年劣化が著しい芝山変電所の高圧開閉装置の部品の交換を行い、設備の機

能維持を図りました。 

 

     

 

 

 

   

  

  

 

  

 

 

 

高圧開閉装置盤内での部品交換の様子 
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②レール削正工事 

    列車荷重により劣化したレール頭頂面の疲労層を削正・除去するレール削正

工事を行い、レールの延命を図りました。 

 

 

 

 

  

 

 

レール削正の様子 

 

③東成田駅直流電源装置更新工事 

    東成田駅電気室に設置している直流電源装置を更新し、停電事故等の障害が

発生した場合にも電源供給が行えるよう、当該機器の機能維持を図りました。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

直流電源装置設置作業          更新後の状態 

 

④トングレール交換工事  

    車両の進行方向を変更するために必要なトングレールを交換し、破損による

脱線事故が無いよう輸送の安全確保を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交換作業の様子 
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（３）駅の安全対策  

①列車非常停止装置の設置  

    お客様がホームから線路に転落した時等の緊急時に、接近する列車の運    

転士等に異常を知らせるための列車非常停止装置を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                非常停止ボタン 

 

 

② 点状ブロックの設置 

視覚障がいをお持ちのお客様がホームから転落することを防止するため、点

状ブロックを設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点状ブロック 
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③エレベーターの設置 

お体が不自由なお客様やご高齢のお客様が安全・快適に駅をご利用いただけ

るよう、エレベーターを設置しています。 

 

               

エレベーター   

 

 

④AED（自動体外式除細動器）の設置 

急病人発生時に早期の使用が人命救助につながることから、駅に AED を設置

しています。 

 

   

   駅窓口の AEDステッカー          駅設置 AED 
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⑤ワンマン運転開始に伴う安全施策の実施 

 2022 年 11 月 26 日のダイヤ改正より、一部時間帯においてワンマン運転を開

始しました。ワンマン運転の実施にあたり、駅係員によるホーム監視体制の強

化や、運転士がホームの安全確認を行うためのホームミラーを設置しました。 

また、駅係員等に対しワンマン運転に関する教育を実施し、安全の確保を図

っています。 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   駅係員によるホーム監視           ホームミラー 

 

 

（４）安全手帳の配布 

社員の安全に対する意識向上を図るため、安全にかかわる基本方針・行動規 

範、2024 年度の重点施策および緊急連絡網等を記載した安全手帳(2024 年度版)

を作成し、全社員に配布しました。 

 

６．事故・災害発生時の対応について                      

 

  2002 年 10 月の開業時から現在まで事故は発生しておりませんが、2011 年 3 月に

発生した大震災等の教訓を踏まえ、異常時対応能力を更に向上させお客様が安全・安

心に芝山鉄道をご利用いただけるよう、教育・訓練を実施しています。 

 

（１）９月の防災週間に合わせ、駅の案内放送及び当社ホームページにより防災に関

する啓発活動を行いました。 

訓練としては、地震発生の一報による列車一旦停止訓練、社員が安全行動を 

とるシェイクアウト訓練、安否確認訓練を実施しました。 

また、緊急事案が発生した場合を想定した情報伝達・非常招集訓練についても 

実施しました。 

 

（２）11月の津波防災の日に合わせシェイクアウト訓練を実施しました。 
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（３）当社ホームページから運行情報及び列車走行位置情報を発信しています。 

また、事故等発生時には運休や遅延等の情報も発信しています。 

         

  

                列車走行位置情報 

 

 

７．2024年度事故・障害の発生状況について                

 

    2024年度の鉄道運転事故等の発生状況は次のとおりです。 

 

（１）鉄道運転事故 

    運転事故はありませんでした。 

 

（２）輸送障害(運休または 30分以上の遅延)  

    当社に起因する運休および 30分以上の遅延の発生はありませんでした。 

 

（３）インシデント（鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態） 

    インシデントの発生はありませんでした。 

 

 

８．芝山鉄道から皆様へのお願い                        

 

  輸送の安全確保のため、芝山鉄道から皆様にお願いがあります。 

 

（１）駆け込み乗車は危険です。 

    駆け込み乗車をされると転んだり、ドアに挟まれたり思わぬ怪我をすること    

がありますので、余裕を持って行動しましょう。 

 

（２）不審物・不審者を発見された場合 

    駅構内、車内等で不審物・不審者等を発見された場合は、駅係員または乗務員

にお知らせください。 
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（３）歩きスマホは危険です。 

    駅構内で歩きながらの携帯電話・スマートフォン・ゲーム機等の使用は、列

車との接触、ホームからの転落、周囲のお客様との衝突等につながる恐れがあ

りますのでご遠慮ください。 

 

（４）視覚障がいのある方への配慮の促進 

    視覚障がいのある方を見かけた際は、見守りや声かけ、誘導案内等のご配慮

をお願いします。 

 

（５）皆様の声をお聞かせください。 

     役員・社員一同安全の確保に努めておりますが、お気づきの点がございまし

たら、ぜひ、お聞かせください。 

 

 

９．連絡先                                  

 

  この安全報告書に対するご感想、芝山鉄道の安全に対する取り組みに関するご意 

見等は、下記あてにお寄せください。 

 

（１）お送り頂いたご感想、ご意見の内容は平日の営業日に確認させて頂きます。 

 

（２）回答が必要なご意見等の場合には、必ず回答いたします。 

 

（３）お送り頂いたお客様の個人情報は、お客様との連絡以外の目的では使用いた 

  しません。 

 

 

         芝山鉄道株式会社 安全統括管理者 

   住所：〒289-1601 

         千葉県山武郡芝山町香山新田１４８番地１ 

  電話：０４７９－７８－１１４１ 

  Ｆax：０４７６－３０－２２６１ 

  Ｅ-mail：sr6@sibatetu.co.jp 

   月～金 10:00～17:00(土日祝、年末年始を除く) 

 


